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交流を振り返って

深
圳
小
学
教
育
交
流
訪
問
団
報
告

つ
づ
く
、
つ
な
が
る

ふ
た
つ
の
文
化

　
深
圳
小
学
と
野
々
市
小
学
校
は
、
昭
和
60

年
に
友
好
校
関
係
を
結
ん
で
以
来
相
互
に
訪

問
し
、
国
際
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。
深
圳

小
学
へ
到
着
し
た
時
に
は
歓
迎
式
典
が
行
わ

れ
、
１
８
２
０
人
の
児
童
か
ら
熱
烈
な
歓
迎

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
家
族
と
対
面
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
へ
。

中
国
と
日
本
の
暮
ら
し
の
違
い
を
体
感
し
ま

し
た
。

　
ま
た
深
圳
小
学
で
の
授
業
交
流
で
は
、
現

地
の
児
童
た
ち
と
一
緒
に
創
作
活
動
や
体
育

の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
３
Ｄ
ペ
ン
を
使
っ

た
先
進
的
な
工
作
に
、
児
童
ら
は
大
興
奮
！

夢
中
で
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
送
別
式
で
は
粟
市
長
が
今
回
の
交
流
を
振

り
返
り
、「
野
々
市
市
と
深
圳
市
の
、
野
々

市
小
学
校
と
深
圳
小
学
の
友
好
関
係
が
一
層

深
ま
り
、
双
方
が
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

S
hinsen

N
onoichi

　
11
月
13
日
㈰
か
ら
17
日
㈭
に
か
け
て
、
野
々
市

市
か
ら
教
育
交
流
訪
問
団
が
中
国
深
圳
小
学
（
広

東
省
）を
訪
問
し
ま
し
た
。訪
問
団
は
野
々
市
小
・

富
陽
小
・
館
野
小
の
児
童
12
人
と
、
引
率
者
11
人

の
合
計
23
人
。
今
年
は
粟
市
長
も
同
行
し
、
友

好
締
結
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
ま
し
た
。

１．歓迎式典にて記念品を交換する粟市長（左）と王校長（右）
２．深圳小学での授業交流（創作活動）３Ｄペンを使い、
タワーや花などを作る児童たち　３．ホームステイでお世
話になる家族と初対面！　４．ホームステイ対面式での記
念撮影　５．歓送晩餐会であいさつする児童。中国での体
験を経て一段と成長した顔に　６．授業交流（体育）深圳
小学の児童と一緒に楽しく体を動かしました　７．送別式
で保護者ボランティアから手作りブレスレットの贈呈

２

４

６

５ ３

７
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　訪問を通して強く感じたことは、これまで30年
以上積み重ねてきた交流の重みと、これからより
交流を広め、深めていきたいという深圳小学の思
いです。今後どういう形の交流が両市の教育や子
どもたちにとって良いものとなるか、考えていか
なければならないと思っています。

野々市小学校
紺村 和也校長

　出発するとき、「親とはなれるのはさみしいな」
と思いましたが、この旅の経験をいかして自分自
身を成長させようと決意しました。旅を通して僕
が１番感じたことは、言葉が通じなくても心で通
じ合えるのだと思いました。よい体験がたくさん
できて幸せです。

　授業を見て、言葉は違っても心を合わせるため
の活動や工夫、真剣に取り組む姿などは日中で変
わらないと思いました。児童団員の皆さんの成長
する姿に、エネルギーあふれる野々市市の未来を
感じました。今回の経験を今後の成長に生かして
いくことを期待しています。

　自分の知らない他の文化を学ぶときは、自分の
知らないことをしっかりと受け入れることが大切
だと感じました。私はしょう来色々な人、特に外
国の人と関わりたいと思っているので、もしまた
外国の人と関わる機会があったら、このことを大
切にしていきたいです。

野々市小学校
宮岸 泰暉くん

富陽小学校
小倉 豪先生

館野小学校
木戸 七巳さん
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